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昭和40年7月降雨によるシミュレーション概要

１



・昭和４０年７月出水時の降雨 ・・・・・・・・・・・ 球磨川流域において戦後最大の被害を与えた降雨

◆ 今回選定した降雨

人吉地点における過去の年最大流量（ダム操作なし、氾濫なしを想定）

１．河川水位の状況 ： 仮に堤防が決壊しなかった場合、どこまで水位が上がるか。

２．流域の浸水状況 ： 下記２ケースにおける 浸水範囲、浸水深、被害状況がどうなるか。

① 計画高水位を超えると堤防が決壊する場合

② 計画高水位を超えても堤防が決壊しない場合

◆ 今回提示する内容

選定した降雨の概況

※上記の雨量は人吉上流域の平均雨量。

※上記グラフの河川流量は、市房ダムの操作をせず、人吉地点上流区間での氾濫が生じなかった場合の流量を示す。

２

・平成１７年３月に測量した球磨川及び川辺川の川幅、堤防の高さ、河床の形状等で設定。

◆ シミュレーションにおける河道状況

シミュレーションの前提事項①

（mm）

３．内水被害 ： 内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーション
では考慮していない。
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7,000m3/s

概 　況 前 期 雨 量
（m m / 10日 間 ）

１ 時 間 ３ 時 間 ６ 時 間 １ ２ 時 間

S40 .7洪 水
梅 雨 前 線 の 活 動 が 活 発 で 、 県 南 部 の 球 磨 川 流 域 を 中 心 に
断 続 的 な 降 雨 が あ っ た 。 389 36 97 141 167

球 磨 川 全 域 で 降 雨 量 が 多 く 、 特 に 川 辺 川 上 流 域 の 降 雨 量
が 顕 著 。

洪 水 前 の 気 象 状 況 時 間 分 布 （最 大 時 間 雨 量 ） (m m )

地 域 分 布



昭和40年７月
実績浸水線

昭和40年3月人吉市街部航空写真

人吉橋

【概況】

梅雨前線の活動が活発となり、県南部の球磨川
水系を中心に大雨が降り、被害が発生した。

八代市、人吉市、芦北町、坂本村（現八代市坂本
町）、相良村、五木村に災害救助法が適用された。

人吉橋上流市街地の浸水状況（人吉市）

人吉市街地の浸水状況（人吉市）

球磨川中流部の浸水状況（球磨村）

球磨川中流部の浸水状況（球磨村） 球磨川下流部の被災状況（八代市）

昭和40年7月3日
午前3時の天気図

昭和４０年７月の洪水の状況 ３



河川 家屋

計画高水位

堤防堤防

シミュレーションの前提事項② ４

河川水位が上昇

堤防がある箇所

河川水位が上昇

計画高水位

河川

家屋

堤防がない箇所

・浸透（しんとう）･･･････堤防に河川の水が浸み通ること。

・越水（えっすい）･･･････増水した河川の水が、堤防の高さを越えて溢れ出す状態。

・溢水（いっすい）･･･････堤防がない箇所において、増水した河川の水が溢れ出す状態。

用
語
解
説

昭和４０年７月降雨が近年の河道状況で発生した場合をシミュレーションするにあたり以下の条件を仮定した。

（１）堤防がある箇所 ①計画高水位を超えると堤防が決壊する場合

※実際には、計画高水位以下で堤防が決壊した事例がある。

②計画高水位を超えても堤防が決壊しない場合

※実際には、浸透や越水により堤防が決壊した事例がある。

（２）堤防がない箇所 ①地盤高を越えると増水した河川の水があふれ出す

河川

家屋

計画洪水位

宅地地盤高を越えると溢水する

氾濫
溢水

計画高水位

①計画高水位を超えると堤防が決壊する場合

堤防

計画高水位
堤防高

河川 家屋

浸潤線 ： 河川から浸透した水の高さ

（堤防内の水位）

堤防

計画高水位

河川
家屋

決壊

計画高水位を超えて浸潤線がさらに上
昇すると、決壊する危険性が高まる。

氾濫

②計画高水位を超えても堤防が決壊しない場合

越水

氾濫

※ 堤防は越水に対して脆弱であり、計画高水位を超えて越水した

場合には、決壊する危険性が更に高まる。

図１

図２ 図３

図４

図５

③地盤高を越えると

増水した河川の水があふれ出す



計画高水位以上の水位時の危険性 ５

・河川水位が計画高水位を超えた場合は、水位の上昇に伴い堤防内への河川水の浸透、法面の侵食等により危険性
が高まり、決壊するおそれがある。
・橋梁の桁下が流木などの影響で閉塞し、その上流に水位上昇が生じ、決壊するおそれがある。

・堤防の幅や高さが不足している場合や堤防の土質状態などによっては計画高水位以下でも決壊するおそれがある。

越水した場合の危険性

計画高水位を超えた場合の危険性

流木が橋にかかり水位を押し上げた事例

（H18.7洪水 川内川 洪水後の状況（鹿児島県さつま町））

（H16.7洪水 足羽川 洪水の状況（福井県福井市））

越水により堤防が決壊した事例

○堤防は、河川管理施設等構造令により計画高水位以下の水位の流水の通常の作用に対して安全な構造とするものと
されている。 （計画高水位を超えた場合の安全性を保証しているものではない）

・河川水位が堤防天端を越えた場合は、越流水により、天端や法面の侵食、法尻洗掘等が生じ、決壊する危険性が高
まる。

堤防の質的要因からの危険性

あすわ

出典：福井豪雨映像アーカイブス作成委員会

（H18.7洪水 天竜川 洪水の状況（長野県箕輪町））

越水していなくても堤防が決壊した事例



シミュレーションの前提事項③

・既設ダムによる洪水調節や越水又は溢水による氾濫により下流への流量は減少する。

◆既設ダムの洪水調節や上流で氾濫した洪水について
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※流量は仮想

河川 家屋堤防堤防

越水
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※ 堤防は越水に対して脆弱であり、計画高水位を超えて越水した

場合には、決壊する危険性が更に高まる。



昭和40年7月降雨によるシミュレーション結果

７
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②右岸現況堤防高との相対水位
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河口～70km河川水位の状況について ９
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相良村 錦町 あさぎり町 多良木町 水上村市町村界（右岸）

錦町 あさぎり町 多良木町 湯前町市町村界（左岸）
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②右岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

①計画高水位との相対水位
（想定水位－計画高水位）

③左岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

河川水位の状況について 65km～91.8km
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①右岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

②左岸現況堤防高との相対水位
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下流地区（八代地区）における河川水位の状況について

◆下流地区（八代地区）

・球磨川７ｋ付近（八代市萩原町）では、昭和４０年７月降
雨によるシミュレーションにおいて、計画高水位を上まわ
り、堤防が決壊するおそれがある。

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位
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中流地区における河川水位の状況について ①

◆中流地区①

・球磨川１７ｋ付近（八代市坂本地区）では、昭和４０
年７月降雨によるシミュレーションにおいて、背後地
が約２０ｃｍ浸水する。
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中流地区における河川水位の状況について ②

◆中流地区②

・球磨川３８ｋ付近（芦北町白石地区）では、昭和４０年
７月降雨によるシミュレーションにおいて、嵩上げ後の
背後地が約９０ｃｍ浸水する。

１６

浸水深 約90cm

白石地区（改修工事実施済）付近の現況写真
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（平成12年に約1.2m嵩上げ済み）
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中流地区における河川水位の状況について ③

◆中流地区③

・球磨川３８ｋ付近（球磨村堤地区）では、昭和４０年７
月降雨によるシミュレーションにおいて、嵩上げ後の
背後地が約１ｍ浸水する。
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標
高

（T.P.m）

写真撮影箇所

河口からの距離 → （km）

計画高水位

S40.7降雨による想定水位

JR肥薩線高

国道219号高

（平成13年に約2.5m嵩上げ済み）



56 58 60 62 64 66

小俣橋 鳩胸川合流点曙橋

球磨川第3橋梁

水の手橋
繊月大橋

天狗橋

西瀬橋

人吉大橋

人吉橋

球磨村 人吉市 相良村市町村界（右岸）

市町村界（左岸） 錦町人吉市

90

95

100

105

110

115

120

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

人吉地区における河川水位の状況について

◆人吉地区

・球磨川６２ｋ付近（人吉市九日町）では、昭和４０年７
月降雨によるシミュレーションにおいて、右岸堤防を越
え、背後地が約１．２ｍ浸水するとともに、堤防が決壊
するおそれがある。

１８

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

Ｓ40.7 計画高水位

浸水深 約1.2m

人吉市九日町付近の現況写真

人吉市九日町付近の航空写真

水の手橋

人吉大橋

人吉橋

山田川

胸川

現況写真の位置

写真撮影箇所

↑
標
高

（T.P.m）

河口からの距離 → （km）

計画高水位

S40.7降雨による想定水位

計画高水位

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）



74 75 76 77

免田川合流点

明廿橋

古町橋

木上大橋

あさぎり町錦町
市町村界（右岸）

あさぎり町錦町 市町村界（左岸）

115

120

125

130

135

140

145

150

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

上流地区における河川水位の状況について

◆上流地区

・球磨川７６ｋ付近（あさぎり町明廿橋付近）では、昭和
４０年７月降雨によるシミュレーションにおいて、計画
高水位を上まわり、堤防が決壊するおそれがある。

あさぎり町明廿橋付近の航空写真

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

Ｓ40.7

計画高水位

１９

明廿橋付近の現況写真

Ｓ40.7
計画高水位

現況写真の位置

明廿橋

免田川

写真撮影箇所

河口からの距離 → （km）

↑
標
高

（T.P.m）

計画高水位

S40.7降雨による想定水位

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）



0 5 10 15 19

四浦

権現橋

新村橋

柳瀬橋

夫婦橋

堺田橋

相良橋

相良大橋

川辺大橋

高尾野橋

観音橋

平川橋

六藤橋

新田代橋

大神橋

深水橋

市町村界（右岸） 相良村

相良村錦町相良村 市町村界（左岸）

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

川辺川における河川水位の状況について

相良村永江地区の航空写真◆川辺川区間

・川辺川７ｋ付近（相良村永江地区）では、昭和４０年
７月降雨によるシミュレーションにおいて、右岸堤防を
越え、背後地が約１．３ｍ浸水するとともに、堤防が
決壊するおそれがある。

２０

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

Ｓ40.7

永江地区付近の現況写真

川辺川

Ｓ40.7

現況写真の位置

川辺大橋

河口からの距離 → （km）

計画高水位

S40.7降雨による想定水位

写真撮影箇所

↑
標
高

（T.P.m）

計画高水位

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）



堤防より高さが低い区域（下流地区）

球磨川

前川

国道3号

国道219号

JR鹿児島本線氷川

肥薩おれんじ鉄道

八代市役所

八代郵便局
八代駅

新八代駅

九州新幹線

２１

B

B´

A

A´

A A´

八代海

球磨川

前川
八代市役所

球磨川

国道３号
国道219号

氷川

B B´
JR肥薩線

肥薩おれんじ鉄道

計画堤防高

計画堤防高



下流地区（八代地区）で想定される浸水状況について 【 計画高水位を超えると堤防が決壊する場合 】

【浸水が想定される球磨川下流（八代市部）の人口等】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

浸水想定人 口 ： 約 ７１，０００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ２３，０００ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ６，５００ ｈａ

２２

熊本県八代市立第八中学校

浸水深 約1.8m

※堤防の断面、高さが足りないところについては、計画高水位以下でも決壊すると仮定。

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。



中流地区で想定される浸水状況について ① 【 地盤高を越え増水した河川の水があふれ出す場合 】 ２３

【浸水が想定される八代市坂本町内の人口等】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

浸水想定人口 ： 約 ９００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ３５０ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ６０ ｈａ

八代市坂本支所前

浸水深 約1m

八代市坂本町荒瀬地区
【地盤高が計画高水位以下】

国道219号

JR肥薩線

浸水深 約30cm

八代市坂本支所前

【地盤高が計画高水位以上】

浸水深 約2.8m

八代市坂本町鎌瀬地区

【計画高水位以下】

Ｐ

浸水深 約2.4m

八代市坂本町鎌瀬地区
【地盤高が計画高水位以下】

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出

浸水深 約1m

八代市坂本町藤本地区
【地盤高が計画高水位以下】



中流地区で想定される浸水状況について ②【 地盤高を越え増水した河川の水があふれ出す場合 】 ２４

【浸水が想定される芦北町内・球磨村内の人口等】 国道219号

JR肥薩線

【球磨村】

浸水想定人口 ： 約 ９００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ３１０ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ９０ ｈａ

【芦北町】

浸水想定人口 ： 約 ２００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ７０ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ３０ ｈａ

浸水深 約１．２m

球磨村立神瀬小学校前
【地盤高が計画高水位以上】

芦北町鎌瀬地区

浸水深 約2m

芦北町鎌瀬地区
【地盤高が計画高水位以下】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出

浸水深 約1.2m

芦北町天月地区
【嵩上げ済み】

計画高水位

芋
川

浸水深約20cm

球磨村芋川地区
【嵩上げ工事中】



堤防より高さが低い区域（人吉地区）

61k400断面

万江川

山田川

胸
川

球磨川

川
辺
川

国道219号

国道445号

人吉駅

JR肥薩線

61k400
断面イメージ

計画堤防高

おいがみ

２５

人吉総合病院

人吉郵便局

くま川鉄道

JR肥薩線、
くま川鉄道

人吉市役所



人吉地区で想定される浸水状況について 【 計画高水位を超えると堤防が決壊する場合 】

【浸水が想定される人吉市内の人口等】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

浸水想定人口 ： 約 ２，６００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １，０００ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ２００ｈａ

浸水深 約２m

人吉市九日町通り

２６

拡大図

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出



人吉地区で想定される浸水状況について 【 計画高水位を超えても堤防が決壊しない場合 】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

２７

浸水想定人口 ： 約１，０００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ４００ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ７０ ｈａ

凡 例

湛水深が 0.5m

未満の区域

湛水深が 0.5m～

2.0m未満の区域

湛水深が 2.0m

以上の区域

計画高水位を超えた
地点の堤防が決壊
した場合の氾濫区域

0.45m

0.45m

【浸水が想定される人吉市内の人口等】

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

拡大図



上流地区で想定される浸水状況について 【 計画高水位を超えると堤防が決壊する場合 】

【浸水が想定される錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村内の人口等】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

２８

浸水想定人口 ： 約 ７００ 人
浸水想定世帯数 ： 約１７０ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ２３０ ｈａ

浸水深 約１.３m

浸水深 約５０㎝

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出

※堤防の断面、高さが足りないところについては、計画高水位以下でも決壊すると仮定。



上流地区で想定される浸水状況について 【 計画高水位を超えても堤防が決壊しない場合 】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

浸水想定人口 ： 約 １００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ３０ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ５０ ｈａ

【浸水が想定される錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村内の人口等】

２９

0.45m

0.45m

凡 例

湛水深が 0.5m

未満の区域

湛水深が 0.5m～

2.0m未満の区域

湛水深が 2.0m

以上の区域

計画高水位を超えた
地点の堤防が決壊
した場合の氾濫区域

0.45m

0.45m

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

※平成12年国勢調査地域メッシュ統計に基づき算出



川辺川で想定される浸水状況について 【 地盤高を越え増水した河川の水があふれ出す場合 】

【浸水が想定される相良村内の人口等】

◆ 昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

３０

人 口 ： 約 １，３００ 人
世 帯 数 ： 約 ４２０ 世帯
浸水想定面積 ： 約 ２５０ｈａ

川辺大橋

相良大橋

拡大図

観音橋

相良北小

国道445号

相良村

柳瀬橋

相良大橋

川辺大橋

相良村
役場

相良中

国道445号

錦町

相良村

※内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーションでは考慮していない。

川辺大橋（旧永江橋）上流付近

約70cm
浸水深約1.3m

※平成１２年度国土交通省作成資料に基づき算出



流速・水深による歩行避難の困難さの目安

３１



流速・水深による歩行避難の困難さの目安

歩行避難の困難さの目安

昭和４０年７月出水時の降雨が現在の河道状況で発生し、八代市萩原地区及び人吉市九日町
周辺の堤防が決壊した場合、並びに球磨村淋地区で溢水した場合に氾濫し堤内地を流れている
洪水の流速と水深の関係から、歩行による避難の困難さの目安を示す。

「地下空間における浸水対策ガイドライン 同解説＜技術資料＞」（平成１４年３月、地下空間における浸水対策検討委員会）より作成

歩行避難の困難さの目安

前提条件

身長１７０ｃｍ
の場合の水深（ｍ）

１．７０

１．３６

１．０２

０．６８

０．３４

０．００

同じ水深でも流速により避難が
困難になる恐れがある。

３２

安全避難が

困難な領域

安全避難が

可能な領域



流速・水深による歩行避難の困難さの目安 【八代市】

八代市（八代市立第八中学前）の歩行避難の困難さの推移

【決壊後１０分】 【決壊後３０分】 【決壊後１時間】 【決壊後２時間】

３３

歩行困難 歩行困難

浸水深 1.4m

流速 1.3m/s

浸水深 1.8m

流速 1.2m/s

7/000

6/000
8/000

7/000

6/000

8/000

7/000

6/000

8/000

7/000

6/000

8/000



流速・水深による歩行避難の困難さの目安 【球磨村淋地区】

中流区間の歩行避難の困難さの推移

３４

【浸水開始３０分後】 【浸水開始１時間後】 【浸水開始２時間後】

浸水深 40㎝

流速 4.5m/s

歩行困難 歩行困難 歩行困難

浸水深 1.2m

流速 4.6m/s

【浸水開始１０分後】

浸水深 2.2m

流速 4.8m/s

浸水深 3.3m

流速 4.9m/s

歩行困難

46/00046/000

45/00045/000

46/00046/000

45/00045/000

46/00046/000

45/00045/000

46/00046/000

45/00045/000

※この地区の流速については、河川沿いの地区であるため、河道の平均流速を用いている。



流速・水深による歩行避難の困難さの目安 【人吉市】

人吉市街部の歩行避難の困難さの推移

【決壊後１０分】 【決壊後３０分】 【決壊後１時間】 【決壊後２時間】

流速 0.2m/s 流速 0.2m/s 流速 0.3m/s浸水深 0.2m 浸水深 1.3m 浸水深 2.0m

３５

歩行可能 歩行困難 歩行困難

胸
川

山
田
川

60/000

61/000

62/000

63/000

胸
川

山
田
川

60/000

61/000

62/000

63/000

胸
川

山
田
川

60/000

61/000

62/000

63/000

胸
川

山
田
川

60/000

61/000

62/000

63/000
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